


前年に引き続き PMD 患者につき強さ期間曲線(S-D 曲線)を測定した。

＜結果＞

　PMD 患者の S-D 曲線は正常 Contrl 群と比し大きな差はなく、大部分は正常

パターンをとる。但し高度に障害されたものの中に、基電流が著しく高値(10mA

以上)を示し、S-D 曲線も右上方に偏位する例もある。しかし、臨床的に障害

度がかなり進んだものでも、ほとんど正常パターンをとるものが多い。


